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５
月
10
日
、
年
度
初
め
の
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

協
議
事
項
と
し
て
、
令
和
４
年
度
佐

賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
役
員

案
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
、
令
和
４
年
度
活
動
方
針
案
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案

等
に
つ
い
て
協
議
し
、
総
会
に
諮
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

「
佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
表
彰
」
に
つ
い
て
は
、
２
名
の
方

の
表
彰
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
度
は
新
役
員
の
任
期
が

始
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
役
員
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
に
お
け
る
活
動
状
況
や
課
題
等

に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
い
、
活
動
方

針
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
等
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
学
校
と
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
し
た
活
動
に
よ
る

学
校
や
地
域
の
活
性
化
等
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

                       

６
月
１
日
、
神
埼
市
千
代
田
文
化
会

館
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。 

〇
開
会
行
事 

 

上
野
会
長
か
ら
、
G

I

G

A
ス
ク

ー
ル
構
想
の
実
施
に
伴
う
学
習
環
境
の

変
化
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

推
進
な
ど
に
よ
り
地
域
と
学
校
の
新
し

い
連
携
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

社
会
教
育
委
員
と
し
て
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
大
き
な
役
割
が
あ
る
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
佐
賀
県
県
民
環
境
部
の
諸
岡

副
部
長
が
来
賓
の
祝
辞
の
中
で
、
日
頃

の
委
員
活
動
に
対
す
る
感
謝
等
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

〇
県
社
教
委
連
表
彰 

平
成
30
年
度
か
ら
創
設
し
た
標
記

表
彰
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
２
名
の
方

を
表
彰
し
ま
し
た
。 

＊
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

鳥

栖

市 

山
口
由
美
子
氏 (

12
年) 

有
田
町 

 

吉
永
秀
明
氏 

 (

11
年) 

（ 

）
は
、
社
会
教
育
委
員
在
任
の
期
間 

       

上
野
会
長
の
向
か
っ
て
左
側
は
山
口
さ
ん
で
す
。

右
側
は
吉
永
さ
ん
の
代
理
の
方
で
す
。  

 

社
会
教
育
委
員
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー 

第
15
号 

発 

行 
 

佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会 

事
務
局 

 

佐
賀
県
県
民
環
境
部
ま
な
び
課
内 

県
社
教
委
連
第
１

回
理
事
会 

令和４年度 佐賀県社会教育委員連絡協議会役員 

役 職 氏  名 所  属 地元での活動等 

会 長 上 野  景 三 佐城（佐賀市） 社会教育委員等 

副会長 山 口 ひ ろ み 県社会教育委員 子育て支援・体操活動 

副会長 竹 下       勇 藤津（鹿島市） 社会教育委員長 

理 事 庄 嶋    巌 三神（神埼市） 社会教育委員 

理 事 緒 方  哲 哉 唐松（唐津市） PTA 連合会会長 

理 事 山 口  良 子 杵西（武雄市） ハナマル活動等 

監 事 重 松    規 昌 三神（上峰町） 社会教育委員長 

監 事 池 田   豊 子 杵西（伊万里市） 社会教育副委員長 

 
県

社

教

委

連

総

会 

【
表
彰
基
準
】 

 

社
会
教
育
委
員
と
し
て
10
年
以

上
在
任
し
、
社
会
教
育
の
振
興
に
功

績
が
あ
っ
た
者 
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〇
議 

事 

 
議
長
に
多
久
市
の
野
田
委
員
が
選
出

さ
れ
、
議
長
進
行
の
も
と
に
次
の
４
議

案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
１
号
議
案 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

並
び
に
監
査
報
告
に
つ
い
て 

３
年
度
は
全
社
連
の
会
議
が
書
面

開
催
、
研
究
大
会
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
な

り
旅
費
等
の
支
出
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

実
践
研
修
会
を
１
月
に
開
催
し
、
多

く
の
社
会
教
育
委
員
や
行
政
職
員
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。 

重
松
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ

れ
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
号
議
案 

令
和
４
年
度
佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
役
員
に
つ
い
て 

 

１
頁
の
表
の
と
お
り
令
和
４
年
度
の

役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
３
号
議
案 

令
和
４
年
度
活
動
方
針
案
に
つ
い
て 

今
年
度
の
活
動
方
針
案
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

特
に
１
項
目
目
は
、
佐
賀
県
社
会
教

育
委
員
の
会
議
の
提
言
内
容
に
沿
っ
た

方
針
案
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

《
令
和
４
年
度
活
動
方
針
》 

一 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
社
会
教
育
委
員

は
「
地
域
の
学
校
」「
地
域
で
育
て

る
子
ど
も
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
校

教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
を
進

め
よ
う
。 

二 

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
年
２
回
発
行

や
社
会
教
育
委
員
の
「
見
え
る
化
」

を
図
り
、
広
く
住
民
に
社
会
教
育

委
員
の
活
動
を
広
め
よ
う
。 

三 

教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
の
場

を
設
け
、
協
議
を
深
め
よ
う
。 

四 

社
会
教
育
計
画
・
生
涯
学
習
計

画
の
策
定
を
進
め
よ
う
。 

第
４
号
議
案 

令
和
４
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
に

つ
い
て 

10
月
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育

研
究
大
会
大
分
大
会
、
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会
広
島
大
会
、
１
月
に
県
社
会

教
育
委
員
実
践
研
修
会
が
開
催
予
定
で

す
。 

 

総
会
終
了
後
に
基
礎
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
上
野
会
長
が
「
社
会
教
育
委

員
の
基
本
的
役
割
」
に
つ
い
て
、
新
任

の
社
会
教
育
委
員
に
も
わ
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

つ
ぎ
に
、
山
口
副
会
長
の
子
ど
も
支

援
の
活
動
等
に
関
す
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
の
中
で
社
会
教
育
委
員
の
役
割
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

■
基
礎
講
座 

（
導
入
）
社
会
教
育
委
員
が
地
域
で
選

ば
れ
る
現
状
や
社
会
教
育
委
員
の
会
議

に
参
加
し
た
と
き
に
感
じ
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
参
加
者
の
共

感
を
呼
び
ま
し
た
。 

（
本
論
）
社
会
教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
法
制
度
、
社
会
教
育
施
設
（
図
書

館
や
公
民
館
等
）
及
び
委
員
会
・
委
員

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

社
会
教
育
委
員
は
社
会
教
育
法
の
規

定
に
よ
り
置
か
れ
、
教
育
委
員
会
が
委

嘱
し
、
そ
の
職
務
は
、
教
育
委
員
会
の

会
議
で
の
意
見
陳
述
や
社
会
教
育
関
係

者
に
対
す
る
助
言
等
を
行
う
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、
教
育
行
政
と
住
民
を
つ
な
ぐ

基
本
的
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
社
会
教

育
に
関
す
る
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
、

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
意
見
を
述

べ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
た
め
に
研
究
・

調
査
を
行
う
こ
と
も
行
政
と
住
民
を
つ

な
ぐ
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

（
県
等
の
取
組
）
最
後
に
、
佐
賀
県
社

会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
の
活
動
方
針

等
を
確
認
し
ま
し
た
。
本
方
針
は
地
域

の
課
題
を
踏
ま
え
て
議
論
し
、
決
定
し

た
も
の
で
す
。 

 

 

 

基

礎

研

修

会 
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■
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン 

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】 

 
〇
上
野
景
三
さ
ん
（
進
行
） 

 
 

西
九
州
大
学
子
ど
も
学
部
長 

〇
山
口
ひ
ろ
み
さ
ん 

 
 

NPO
法
人
唐
津
市
子
育
て
支
援
情

報
セ
ン
タ
ー
長 

        

（
社
会
教
育
と
の
出
会
い
） 

最
初
は
社
会
教
育
と
は
何
か
も
知

ら
な
か
っ
た
。
子
育
て
支
援
活
動
を
や

っ
て
お
り
、
ＮＰＯ
法
人
を
立
ち
上
げ
る
と

き
に
市
役
所
の
生
涯
学
習
の
担
当
者
か

ら
「
今
後
、
活
動
す
る
う
え
で
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
知
っ
て
い
た
ほ
う
が
い
い

か
ら
一
緒
に
勉
強
し
な
い
か
」
と
の
誘

い
が
あ
っ
た
。 

子
ど
も
達
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
や
一
緒
に
学

ぶ
こ
と
が
楽
し
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ

い
た
。 

ま
た
、
ア
バ
ン
セ
（
佐
賀
県
立
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）
の
講
座
も
受
け
、
学
ん
だ
こ
と

を
地
元
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
。 

  

 

 （
活
動
内
容
と
視
点
） 

そ
の
中
で
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
な
い
か
」
と
考
え
、
子
ど
も
が
小

学
生
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
子

と
も
ク
ラ
ブ
や
PTA
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
に
し
た
。 

ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
を
通
し
て
地

域
の
0～2
歳
児
を
持
つ
親
と
中
学
校
を

つ
な
ぐ
役
割
を
し
た
。 

中
学
３
年
生
の
子
ど
も
た
ち
も
生

き
生
き
と
し
た
表
情
と
な
り
、
地
域
に

も
よ
い
影
響
を
与
え
た
。 

ほ
か
に
も
一
中
学
校
・
四
小
学
校
及

び
公
民
館
が
協
力
し
て
作
っ
た
五
校
に

こ
に
こ
元
気
体
操
を
通
じ
た
地
域
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
。 

地
域
の
人
が
笑
顔
で
元
気
に
な
っ

た
ら
い
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
へ
提
案
し
て
始
め
た
。 

体
操
を
広
め
る
た
め
、
地
域
の
高
齢

者
や
校
長
先
生
な
ど
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
）
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
動
画

（YouTube

）
を
作
成
し
た
。 

 

（
社
会
教
育
委
員
の
役
割
と
は
） 

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
公
民
館
や

地
域
の
人
々
を
巻
き
込
ん
で
解
決
を
図

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
と
行
政
の

橋
渡
し
を
し
て
い
く
の
も
社
会
教
育
委

員
の
役
割
だ
と
思
う
。 

           

 

 

 

  ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容 

基
礎
研
修
会
終
了
後
に
御
記
入
い

た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
委
員
の

８
割
、
職
員
の
９
割
の
方
が
参
考
に
な

っ
た
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。
（
構
成

上
、
記
載
内
容
を
要
約
し
て
い
ま
す
。） 

  

【Point of 3L】 

●地域を知って 

●楽しく活動！ 

●学びは楽しい  

地域；localへの関心 

学び；learnへの気づき 

新たな活動（移動）；

locomotionへ 
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○
今
後
の
活
動
等 

・
初
め
て
委
員
に
な
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
に
職
責
を
果
た
し
て
い
け
ば
よ
い
か

わ
か
っ
た
。
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
。 

・
市
職
員
か
ら
の
依
頼
で
委
員
に
な
っ

た
が
、立
ち
位
置
が
少
し
理
解
で
き
た
。

役
に
た
て
れ
ば
と
思
っ
た
。 

・
委
員
の
役
割
等
を
悩
ん
で
い
た
が
、

研
修
を
う
け
て
ス
ッ
キ
リ
し
て
き
た
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
。 

・
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
推
進

に
努
め
て
い
き
た
い
。 

・
地
域
に
目
を
向
け
、
気
に
か
け
て
活

動
し
て
い
き
た
い
。 

・
楽
し
ん
で
や
る
こ
と
が
大
切
と
思
う
。 

○
基
礎
講
座 

・
基
礎
講
座
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。 

・
基
礎
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
業
務

の
参
考
に
な
っ
た
。 

・
社
会
教
育
委
員
の
役
割
や
法
的
な
仕 

組
み
が
わ
か
っ
た
。 

・
基
礎
を
学
ぶ
時
間
が
な
か
っ
た
の
で 

有
意
義
で
あ
っ
た
。 

・
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
は

社
会
教
育
委
員
の
役
割
は
大
き
い
。 

○
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン 

・
子
育
て
支
援
活
動
等
に
対
す
る
視
点

が
よ
か
っ
た
。 

・
活
動
を
聞
い
て
刺
激
を
受
け
た
。 

・
実
践
を
踏
ま
え
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
良
か
っ
た
。 

  

開
催
趣
旨
の
概
要 

新
た
な
時
代
の
到
来
に
向
け
、
社
会

教
育
や
公
民
館
活
動
が
地
域
づ
く
り
や

人
づ
く
り
の
た
め
に
す
べ
き
こ
と
や
、

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
契
機
と
す
る
。 

研
究
テ
ー
マ 

「
協
育
」
で
人
と
人
と
の
絆
を
紡
ぐ
ま

ち
づ
く
り 

～
地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
社
会

教
育
が
目
指
す
も
の
～ 

 

期 

日 

令
和
４
年
10
月
６
日(

木)  

 

分
科
会 

① 

社
会
教
育
の
役
割 

② 

青
少
年
育
成 

③ 

地
域
人
材
の
育
成 

④ 

高
齢
者
の
学
び
の
在
り
方 

令
和
４
年
10
月
７
日(

金)  

 

全
体
会 

 

会 

場 

Ｊ
：
com
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分 

  

開
催
趣
旨
の
概
要 

「
人
生
100
年
時
代
」
や
「 Society

5.0 
の
実
現
」、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
「
新
し

い
生
活
様
式
」
な
ど
、
社
会
全
体
が
急

速
に
変
化
す
る
中
、
よ
り
複
雑
化
す
る

課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
多
様
な
主
体

と
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
が
、
一
層
求

め
ら
れ
て
い
る
。 

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

あ
る
「
百
万
一
心
」
は
、
広
島
ゆ
か
り

の
名
将
、
毛
利
元
就
が
残
し
た
「
心
を

一
つ
に
協
同
一
致
し
て
事
を
行
う
」 

と

い
う
意
味
の
名
訓
で
あ
り
、
社
会
教
育

が
目
指
す
「
連
携
・
協
働
」「
開
か
れ
、

つ
な
が
る
社
会
教
育
」に
通
じ
る
も
の
。 

皆
様
と
心
（
目
的
・
目
標
）
を
一
つ
に

し
て
、「
未
来
を
創
造
す
る
社
会
教
育
を 

実
現
し
よ
う
」
と
の
思
い
を
込
め
た 

。 

 大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン 

多
様
性
を
生
み
出
し
百
万
一
心
の
心
根

で
未
来
を
つ
く
る
社
会
教
育
！ 

研
究
主
題 

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
た
学
び
の

デ
ザ
イ
ン 

～
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
に
お
け
る
社

会
教
育
の
在
り
方
～ 

期 

日 

令
和
４
年
10
月
27
日(

木)  

 

全
国
社
教
連
総
会
・
開
会
行
事
・ 

 

記
念
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

令
和
４
年
10
月
28
日
（
金
）  

 

分
科
会 

① 

地
域
学
校
協
働
活
動 

② 

家
庭
教
育
支
援
・
子
育
て
支
援 

③ 

人
生
100
年
時
代
の
社
会
教
育 

④ 

社
会
教
育
施
設
の
役
割 

 
 会 

場 

広
島
国
際
会
議
場 

ほ
か 

 
第
６４
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大

会
広
島
大
会 

概
要
予
告 

第
５２
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教

育
研
究
大
会
大
分
大
会
概
要
予
告 



 
 

社 会 教 育 委 員 ニ ュ ー ズ レ タ ー   【佐賀県】 令和４年７月発行 

私
は
、
昨
年
の
四
月
か
ら
市
社
会
教

育
委
員
を
拝
命
し
、
会
議
等
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

仕
事
で
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
分

野
に
昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら
の
小
城

町
公
民
館
勤
務
を
皮
切
り
に
約
十
五
年

程
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

小
城
市
は
、
平
成
十
七
年
三
月
に
旧

四
町
（
小
城
・
三
日
月
・
牛
津
・
芦
刈
）

が
合
併
し
ま
し
た
が
、
合
併
前
の
各
町

の
公
民
館
に
は
個
性
あ
る
諸
先
輩
方
が

凌
ぎ
を
削
る
か
の
ご
と
く
「
よ
そ
の
町

に
は
負
け
ん
！
」
と
い
う
想
い
で
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
先
輩
た
ち

は
、
殆
ど
が
十
年
選
手
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
の
強
者
ば
か
り
で
し
た
。 

 

当
時
は
、
研
修
会
や
郡
公
連
（
小
城

郡
公
民
館
連
絡
協
議
会
）
の
会
議
な
ど

終
わ
れ
ば
、
決
ま
っ
て
「
懇
親
会
」
が

あ
り
、
今
思
え
ば
そ
の
会
で
の
会
話
の

内
容
が
非
常
に
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。 

雑
談
か
ら
始
ま
り
、
お
酒
が
進
む
に

つ
れ
仕
事
（
社
会
教
育
）
の
話
へ
と
展

開
し
て
い
き
ま
し
た
。
懇
親
会
の
約
六

割
程
度
は
仕
事
の
話
、
言
わ
ば
「
第
二 

の
研
修
会
？
」で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。 

 

そ
ん
な
懐
か
し
い
時
代
も
あ
り
ま
し

た
が
、
時
代
が
移
り
社
会
情
勢
も
少
子

化
・
高
齢
化
・
長
寿
社
会
・
情
報
化
へ

と
進
展
し
、
社
会
の
構
造
が
大
き
く
様

変
わ
り
し
ま
し
た
。 

 

「
社
会
教
育
」
と
言
わ
れ
た
時
代
か

ら
、
自
ら
興
味
や
関
心
・
趣
味
嗜
好
の

あ
る
も
の
を
選
択
し
、
よ
り
充
実
し
た

人
生
（
生
活
）
を
送
る
た
め
に
と
自
発

的
に
取
り
組
も
う
と
い
う「
生
涯
学
習
」

へ
と
大
き
く
転
換
し
て
い
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。 
 

教
育
と
い
う
と
、
学
校
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
、「
教
わ
る
」「
教
え
る
」
を
連

想
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
今
は
自
ら
学

ぶ
と
い
う
自
己
の
思
い
を
優
先
さ
せ
た

「
生
涯
学
習
」
の
時
代
で
あ
る
と
感
じ

ま
す
。 

 

今
や
、
情
報
に
あ
ふ
れ
、
情
報
の
荒

波
の
中
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
す
ら
感
じ
ま
す
。
好
き
な

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
一
方
、
嫌
い
な

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
荒

波
の
中
、
自
分
を
見
失
う
こ
と
な
く
、

少
し
で
も
楽
し
い
充
実
し
た
人
生
が
送

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う

な
中
高
年
世
代
に
は
今
の
便
利
で
は
あ

る
が
、
一
方
で
複
雑
な
社
会
に
な
か
な

か
つ
い
て
行
け
て
な
い
の
も
事
実
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
複
雑
多
様
化
し

た
現
代
社
会
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
人
が
望
む
「
生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
」

を
い
か
に
準
備
し
て
や
れ
る
か
が
、
生

涯
学
習
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
の
使
命

で
は
な
い
か
と
思
う
と
と
も
に
、
そ
の

メ
ニ
ュ
ー
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
か
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。 

 

私
も
、社
会
教
育
委
員
と
し
て
今
後
、

微
力
な
が
ら
も
何
ら
か
の
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
環
境
の
中
、

2021
年
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
選
手

た
ち
の
頑
張
り
に
多
く
の
感
動
を
得

た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思

う
。
57
年
前
に
ア
ジ
ア
で
初
め
て
開

催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
当
時
、
私
は
小
学

6
年
生
だ
っ
た
。
戦
後
の
荒
廃
か
ら

繁
栄
へ
一
気
に
せ
り
上
が
っ
た
日
本

が
、
少
し
ず
つ
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と

し
て
い
た
時
代
。 

そ
の
当
時
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の

言
葉
が
あ
っ
た
。
自
分
の
家
の
向
い

側
3
軒
と
左
右
の
2
軒
の
家
と
は

特
に
親
し
く
交
際
を
し
て
い
た
。
い

ろ
い
ろ
な
お
願
い
事
を
お
互
い
が
頼

み
合
っ
て
い
た
。
隣
の
お
じ
さ
ん
、
お

ば
さ
ん
か
ら
、
様
々
な
こ
と
で
声
掛

け
を
し
て
も
ら
い
育
っ
た
記
憶
が
あ

る
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
濃
密
な

時
代
で
あ
っ
た
。 

戦
後
の
物
の
な
い
時
代
と
、
経
済
が

「
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う

『
地
区
懇
談
会
』
の
果
た
す
役
割
」 

 
 
 
 

神
埼
市 

社
会
教
育
委
員 

 
 
 
 
 
 
 

 

平 

野 

禎 

亮 

「
社
会
教
育
委
員
と
し
て
の
想
い
」 

 
 
 
 

小
城
市 

社
会
教
育
委
員 

 
 
 
 
 
 
 

 

永
ノ
間 

康 

成 

公民館での講座の様子 
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発
展
し
「
物
の
豊
か
な
時
代
」
と
な
っ

て
き
た
今
で
は
、
当
然
地
域
の
支
え
合

い
の
形
も
異
な
る
と
思
う
が
、
物
が
豊

か
に
な
る
と
並
行
し
て
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
が
・
地
域
の
支
え
合
い
が
、
少

し
ず
つ
希
薄
に
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気

が
す
る
。 

2020
年
度
の
国
勢
調
査
が
公
表
さ
れ

た
。
日
本
の
総
人
口
は
1
億
2622
万
人

で
、
2015
年
調
査
よ
り 

86
万
8
千
人
の

減
少
。
同
じ
く
佐
賀
県
の
人
口
は
81
万

2013
人
で
、
同
年
調
査
よ
り
2
万
819
人

の
減
で
、
5
回
連
続
減
少
し
て
い
る
。

だ
が
佐
賀
県
で
の
世
帯
数
は
31
万
2111

世
帯
で
前
回
よ
り
1
万
2
世
帯
増
加

し
て
い
る
。
平
均
世
帯
人
員
数
は
1950
年

で
は
4.97
人
、
2020
年
で
は
2.60
人
と
な
り
、

2030 

年
に
は
2.27
人
と
予
想
さ
れ
、
年
々

一
世
帯
の
人
数
が
減
っ
て
き
て
核
家
族

化
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

家
の
中
で
の
つ
な
が
り
や
か
か
わ
り
が

徐
々
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

他
に
も
情
報
化
の
進
展
、少
子
高
齢
化
、

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
社
会
環
境
の
大

き
な
変
化
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
神
埼

市
に
お
い
て
も
、少
子
高
齢
化
が
進
み
、

子
ど
も
が
い
る
世
帯
が
少
な
く
な
り
、

家
に
子
ど
も
が
い
な
い
家
庭
が
増
え
、

子
ど
も
や
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ

機
会
が
な
い
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
神
埼
市
で

は
神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の

主
催
で
、「
地
区
懇
談
会
」
が 

7
月
の

初
旬
・
時
間
は
夕
方
の
7
時
30
分
か

ら
1
時
間
く
ら
い
で
、
平
成
19
年
度

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。( 

※
但

し
、
年
度
に
よ
り
台
風
や
令
和
2
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
開
催

が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
令

和
3
年
度
は
参
加
者
を
限
定
し
子
ど

も
た
ち
の
参
加
な
し
で
開
催
さ
れ
た
。

一
部
開
催
し
な
い
地
区
も
あ
っ
た
。) 

神
埼
市
内
の
公
民
館
毎
に
地
区
の

役
員
や
地
区
の
方
た
ち
が
集
ま
り
、
青

少
年
を
め
ぐ
る
問
題
は
大
人
社
会
の

在
り
方
に
関
わ
る
問
題
と
の
観
点
に

立
ち
、
大
人
自
身
の
意
識
改
革
を
図
り
、

地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
に
社
会
参
加
を
促
し
な

が
ら
、
夢
や
希
望
を
持
た
せ
、
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
自
己
形
成
し
て
い
く

こ
と
を
支
援
す
る
た
め
に
、
市
民
総
ぐ

る
み
で
具
体
的
な
活
動
内
容
を
話
し

合
い
青
少
年
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。 

地
区
の
小
学
生
や
中
学
生
の
子
ど

も
た
ち
も
集
ま
り
、
話
し
合
い
に
参
加

す
る
。
懇
談
会
の
内
容
は
、
地
区
の
い

い
と
こ
ろ
、
も
っ
と
地
区
を
良
く
し
た

い
と
こ
ろ
、
我
が
家
で
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
こ
と
の
紹
介
、
交
通
安
全

等
の
課
題
、
地
区
内
の
危
険
箇
所
の
確

認
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
な
さ

れ
る
。
話
し
合
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

地
区
内
で
共
通
理
解
が
図
ら
れ
る
。 

懇
談
会
に
地
区
の
子
ど
も
た
ち
も

参
加
し
て
い
る
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な

相
乗
効
果
も
生
ま
れ
る
。
参
加
し
て
い

る
大
人
の
人
と
初
め
て
顔
を
合
わ
せ

る
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
道
で
顔

を
合
わ
せ
て
も
あ
い
さ
つ
を
し
な
か

っ
た
が
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

ん
だ
と
分
か
り
、
次
に
会
う
と
き
に
は

あ
い
さ
つ
や
話
し
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
お
互
い
が
知
り
合

い
に
な
る
こ
と
の
大
事
さ
が
あ
る
。 

神
埼
市
で
行
わ
れ
て
い
る
「
地
区
懇

談
会
」
は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
地
区
の
中

で
人
と
人
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。「
向
こ

う
三
軒
両
隣
」
時
代
の
支
え
合
い
の
生

き
方
が
す
べ
て
よ
し
と
は
考
え
ら
れ

な
い
が
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
つ
く

っ
て
い
く
た
め
の
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト

が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。 

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、
育

て
ま
し
よ
う
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
開
催

さ
れ
て
い
る
「
青
少
年
育
成
『
地
区
懇

談
会
』」
は
、
大
人
の
意
識
改
革
を
図
る

と
共
に
、
地
域
の
子
ど
も
と
の
関
り
を

深
め
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
神
埼
市
民
総
ぐ
る
み
で
子
ど

も
の
こ
と
を
考
え
る
「
地
区
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
意
義
あ

る
こ
と
だ
と
考
え
る
。 

私
自
身
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、

ま
た
神
埼
市
民
の
一
人
と
し
て
、
微
力

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

 

   

地区懇談会の様子 
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数
年
前
か
ら
、
み
や
き
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
こ
す
も
す
館
の
ロ
ビ

ー
に
は
、
六
月
下
旬
に
な
る
と
大
き
な

笹
飾
り
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
笹
の

枝
に
は
色
と
り
ど
り
の
折
り
紙
な
ど
で

作
ら
れ
た
飾
り
や
、
願
い
事
を
書
い
た

短
冊
が
び
っ
し
り
と
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
笹
飾
り
は
、
土
曜
日
に

開
催
さ
れ
る「
子
ど
も
教
室
」の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
と
婦
人
会
が
毎
年
一
緒
に

作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ロ
ビ
ー
の

机
に
は
、
こ
す
も
す
館
を
訪
れ
た
方
が

自
由
に
願
い
事
を
書
け
る
よ
う
に
短
冊

と
筆
記
用
具
を
置
い
て
い
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
来
館
さ
れ
た
多
く

の
方
が
願
い
事
を
思
い
思
い
に
短
冊
に

書
い
て
笹
に
結
び
付
け
て
行
か
れ
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
夢
、
欲
し
い
物

な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
短
冊
に
交
じ
り
、

家
族
や
祖
父
母
の
健
康
や
幸
せ
を
願
う

文
章
を
目
に
す
る
と
温
か
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。 
 

私
が
み
や
き
町
の
社
会
教
育
委
員
に

就
任
し
て
か
ら
十
年
以
上
に
な
り
ま
す

が
、
長
年
に
わ
た
り
婦
人
会
の
会
長
も

務
め
て
い
ま
す
。
婦
人
会
で
は
防
災
や

交
通
安
全
の
取
り
組
み
、
更
生
保
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
青
少
年
健
全
育
成
、
子
ど
も

の
居
場
所
作
り
も
大
き
な
活
動
の
柱
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

子
ど
も
の
居
場
所
作
り
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
町
の
社
会
教
育
課
と
連

携
し
て
「
子
ど
も
教
室
」
で
の
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
み
や
き
町
で
は
年

間
十
回
程
度
、
土
曜
日
に
校
区
ご
と
で

「
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て
お
り
、

私
が
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
北
茂

安
校
区
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

「
茂
安
っ
子
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
」
で

す
。
手
芸
教
室
を
指
導
し
て
お
り
、
ビ

ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
小
物
作
り
の
ほ

か
に
、
羽
子
板
や
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

な
ど
季
節
に
合
わ
せ
た
作
品
作
り
を
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
マ
ス
ク

作
り
を
教
え
た
時
は
、
自
分
の
分
だ
け

で
な
く
、「
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
分
も
作
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
頑
張
っ

て
い
る
子
ど
も
の
姿
に
、
こ
ち
ら
も
優

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
七
夕
が

近
づ
く
時
期
に
実
施
し
て
い
る
笹
飾
り

作
り
は
他
の
教
室
の
子
ど
も
た
ち
も
合

同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
理
実

習
も
合
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
理

実
習
で
は
新
鮮
な
地
元
食
材
を
使
用
し

ま
す
が
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
食
材
の
説

明
を
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
使
っ

て
作
る
郷
土
料
理
の
紹
介
を
し
ま
す
。

調
理
の
時
は
保
護
者
の
方
に
も
出
来
る

だ
け
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
出
来
上
が

っ
た
料
理
を
皆
さ
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
と
健
や

か
な
育
成
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
子
ど

も
の
登
下
校
の
時
間
に
合
わ
せ
て
通
学

路
に
立
ち
、
見
守
り
な
が
ら
挨
拶
な
ど

の
声
か
け
を
す
る
「
愛
の
一
声
運
動
」

も
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

婦
人
会
の
会
員
一
人
一
人
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
運
動
で
す
。 

ま
た
、
高
齢
の
方
に
対
し
て
は
敬
老

の
日
に
老
人
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
を
し

た
り
、
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
お
宅
に

手
作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

お
届
け
し
た
り
す
る
活
動
も
継
続
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々
な

世
代
の
方
と
接
し
な
が
ら
、
人
と
人
と

の
絆
づ
く
り
の
大
切
さ
や
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
方
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

み
や
き
町
は
「
子
育
て
支
援
の
ま

ち
」、「
健
幸
長
寿
の
ま
ち
」
宣
言
を
掲

げ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
も
、
長
年
の
婦
人
会
活
動
で
培

っ
た
経
験
を
社
会
教
育
委
員
の
活
動
に

活
か
し
な
が
ら
、
わ
が
ま
ち
の
活
性
化

の
た
め
に
自
分
の
出
来
る
こ
と
を
無
理

な
く
、
息
の
長
い
活
動
を
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

「
月
の
引
力
が
見
え
る
町
」
こ
れ
は
、

太
良
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。 

潮
の
満
ち
引
き
は
、
月
の
引
力
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。 

干
潮
時
現
れ
る
こ
の
広
大
な
干
潟

「
社
会
教
育
と
し
て
の
幼
児
教
育
を

考
え
る
」 

 
 
 

太
良
町 

社
会
教
育
委
員 

 
 
 
 
 
 

 

坪 

田 

順 

子 

「
社
会
教
育
委
員
と
し
て
で
き
る
こ
と

を
」 
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き
町 

社
会
教
育
委
員 
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井 
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笹

飾

り

の

様
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社 会 教 育 委 員 ニ ュ ー ズ レ タ ー   【佐賀県】 令和４年７月発行 

が
た
く
さ
ん
の
太
陽
光
（
遠
赤
外
線
）

を
吸
収
し
良
質
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
豊

富
な
海
が
生
ま
れ
、
有
明
海
の
漁
業
資

源
が
と
て
も
豊
か
で
良
質
な
理
由
の
ひ

と
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

地
元
出
身
の
あ
る
人
は
、
蟹
も
い
ろ
い

ろ
あ
る
け
れ
ど
、
ど
の
蟹
よ
り
竹
崎
カ

ニ
が
濃
厚
で
一
番
美
味
し
い
と
評
し
て

い
ま
す
。 

海
の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
町
で

あ
り
、
太
良
町
は
子
育
て
支
援
に
力
を

入
れ
、
多
く
の
支
援
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
若
い
人
が
少
な

く
、
高
齢
者
が
増
え
、
独
居
老
人
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
中
、
太
良

町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
の
活
動
を
考

え
た
時
、仕
事
柄
、幼
児
と
地
域
の
方
々

と
の
繋
が
り
を
深
め
て
い
く
活
動
が
私

の
役
割
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
事
に
感
謝
の
心
を

育
む
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
為
に
は
、
自
分
達
が
住
ん
で
い

る
地
域
の
事
を
よ
く
知
る
事
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て

い
る
の
か
を
幼
児
期
に
し
っ
か
り
見
聞

き
し
て
学
ぶ
事
で
郷
土
愛
が
生
ま
れ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ
て
は
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
で
き
る
事
を
形
を
変

え
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

園
外
保
育
に
出
か
け
る
時
、
地
域
の

方
に
挨
拶
を
す
る
事
か
ら
始
ま
り
、
独

居
老
人
の
方
へ
の
声
か
け
を
す
る
事
で
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
だ
さ
り
ま
す
。

近
く
の
小
川
の
水
が
ど
こ
か
ら
流
れ
て

来
て
い
る
の
か
を
皆
で
た
ど
っ
て
い
た

ら
「
こ
の
水
は
、
も
っ
と
も
っ
と
上
の

方
か
ら
流
れ
て
来
て
い
る
」
の
だ
と
言

っ
て
水
源
と
な
る
と
こ
ろ
ま
で
案
内
さ

れ
、
昔
は
生
活
を
す
る
た
め
に
、
こ
の

水
が
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
だ

と
い
う
話
を
し
て
く
だ
さ
り
「
水
の
大

切
さ
」
を
学
ん
だ
子
ど
も
達
で
し
た
。

竹
の
子
の
季
節
に
は
、
道
具
を
持
っ
て

一
緒
に
つ
い
て
来
て
く
だ
さ
り
、
ど
ん

な
と
こ
ろ
に
竹
の
子
が
生
え
て
い
る
か

や
竹
の
子
の
掘
り
方
、
食
す
る
為
に
は

茹
で
る
時
に
糠
を
入
れ
る
と
い
い
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
ざ
わ

ざ
糠
を
持
参
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
」
に

感
じ
入
り
、
尊
敬
の
眼
差
し
で
見
て
い

ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
事
を
通
し
て
地
域
の
方
々

と
の
交
流
も
深
ま
り
、
子
ど
も
達
も
親

し
げ
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
の
声
が
聞
け
る
だ
け
で
元
気
が
も
ら

え
る
と
の
事
。 

 

子
ど
も
は
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
周
り

の
人
の
心
を
豊
か
に
で
き
る
不
思
議
な

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
と
子
ど

も
は
、
共
に
大
切
な
存
在
で
あ
る
と
感

じ
ま
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
こ
ん
に
ち
は
」の
一
言
か
ら
始
ま
り
、

人
と
交
わ
る
事
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
地
域
と
の
関
わ
り
の

中
で
多
く
の
事
を
学
ん
で
い
る
子
ど
も

達
が
次
の
世
代
へ
自
ら
学
ん
だ
大
切
な

事
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

社
会
教
育
と
し
て
の
幼
児
教
育
を

考
え
る
時
、
私
の
役
割
は
、
子
ど
も
達

と
地
域
を
繋
げ
る
こ
と
で
心
を
育
み
、

人
を
育
て
て
い
く
事
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
人
と
人
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
、
郷
土
愛
を
育
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。       

 

編 

集 

後 

記 

 

今
年
の
総
会
・
基
礎
研
修
会
に
は
、

昨
年
度
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
号
で
は
、
基
礎
研
修
会
の
概
要
を

掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
上
野
会
長
と

山
口
副
会
長
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
実
践
活
動
に
つ
い
て
の
対
話
の
中

で
社
会
教
育
委
員
の
役
割
な
ど
を
引
出

す
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
大
変
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
第
11
号
か
ら
社
会
教
育
委
員

の
皆
さ
ま
に
「
わ
た
し
の
社
会
教
育
委

員
活
動
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
の
方
の
多
方
面
で
の
活
動
を

興
味
深
く
記
述
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

基
本
的
に
は
市
町
の
輪
番
に
よ
る

執
筆
で
す
が
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 
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